
　
日
本
で
は
高
度
経

済
成
長
期
に
重
な
る

一
九
五
〇
年
代
末
か

ら
七
〇
年
代
前
半
に

か
け
て
、
激
し
い
産

業
公
害
が
発
生
し
た
。

対
策
を
求
め
る
住
民

運
動
が
各
地
で
頻
発

し
て
、
民
間
企
業
の

公
害
対
策
と
政
府
の
環
境
政
策
が
進
展
す
る

こ
と
で
、
産
業
公
害
は
速
や
か
に
克
服
さ
れ

た
と
さ
れ
る
。「
日
本
の
経
験
」
を
発
展
途

上
国
に
お
け
る
環
境
政
策
の
形
成
に
役
立
て

る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
が
あ

り
、
国
際
協
力
に
関
す
る
議
論
で
も
し
ば
し

ば
言
及
さ
れ
る
。
先
進
国
の
環
境
政
策
の
経

験
を
発
展
途
上
国
に
伝
え
、
活
用
す
る
た
め

に
は
、
政
策
対
話
を
可
能
に
す
る
一
定
の
枠

組
み
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　
一
九
七
一
年
か
ら
東
京
大
学
工
学
部
で
公

開
自
主
講
座
「
公
害
原
論
」
を
十
数
年
に
わ

た
っ
て
主
催
し
た
宇
井
純
は
、
一
九
七
〇
年

当
時
の
公
害
問
題
に
関
す
る
多
く
の
論
考
に

講
評
を
求
め
ら
れ
た
こ
と
を
後
に
回
顧
し

て
、読
む
に
値
す
る
も
の
は
少
な
か
っ
た
が
、

そ
れ
ら
に
は
必
ず
二
つ
の
共
通
す
る
要
素
が

あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
は
「
問
題
の

歴
史
的
展
開
に
ふ
れ
て
い
た
か
否
か
」と「
こ

こ
ま
で
公
害
を
激
化
さ
せ
て
し
ま
っ
た
こ
と

へ
の
反
省
が
あ
っ
た
か
否
か
」
で
あ
っ
た
。

今
日
の
私
た
ち
に
も
、

環
境
政
策
の
歴
史
的

展
開
を
知
る
こ
と
は

重
要
な
意
味
を
持
つ
。

　
環
境
政
策
は
、
先

進
国
に
お
い
て
も
、

他
の
多
く
の
公
共
政

策
よ
り
も
後
に
、
そ

れ
ら
が
政
策
分
野
と

し
て
確
立
さ
れ
て
か
ら
、形
成
さ
れ
て
き
た
。

環
境
政
策
は
「
後
発
の
公
共
政
策
」
で
あ
る
。

環
境
政
策
は
、
既
存
の
公
共
政
策
や
経
済
開

発
政
策
の
政
策
体
系
、
法
制
度
や
行
政
機
構

や
民
間
企
業
や
組
織
と
の
相
互
作
用
が
す
で

に
形
成
さ
れ
て
い
る
な
か
で
、
そ
の
隙
間
の

な
か
で
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
。
初
期
は
、
公

衆
衛
生
、
食
品
衛
生
、
労
働
安
全
な
ど
の
公

共
政
策
や
、
経
済
開
発
の
た
め
の
産
業
政
策

の
政
策
手
段
を
利
用
し
な
が
ら
、
環
境
政
策

は
形
成
さ
れ
た
。
こ
の
公
共
政
策
と
し
て
の

後
発
性
が
、
環
境
政
策
の
形
成
過
程
の
さ
ま

ざ
ま
な
困
難
の
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い

る
。
す
で
に
経
済
開
発
を
促
進
す
る
政
策
体

系
が
確
立
し
て
い
る
状
況
下
で
環
境
政
策
は

形
成
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　
発
展
途
上
国
に
お
け
る
環
境
政
策
の
形
成

過
程
に
は
、
産
業
化
の
後
発
国
で
あ
る
と
い

う
、
も
う
ひ
と
つ
の
後
発
性
も
重
大
な
影
響

を
及
ぼ
す
。
後
発
国
に
は
、
先
進
国
で
す
で

に
経
験
し
、
対
策
が
す
で
に
採
ら
れ
た
環
境

問
題
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と

い
う
意
味
で
「
後
発
性
の
優
位
」
が
存
在
す

る
。
一
方
、
後
発
国
で
は
そ
の
「
後
発
性
」

に
よ
り
経
済
開
発
を
政
策
的
に
促
進
す
る
政

策
が
先
進
国
よ
り
も
容
易
に
行
い
う
る
こ
と

も
あ
り
、
経
済
開
発
が
環
境
保
全
よ
り
も
優

先
さ
れ
や
す
い
。
発
展
途
上
国
の
環
境
政
策

の
形
成
過
程
に
は
、
以
上
の
よ
う
な
二
つ
の

後
発
性
、
す
な
わ
ち
公
共
政
策
と
し
て
の
後

発
性
と
産
業
化
の
後
発
性
が
も
た
ら
す
、「
二

重
の
後
発
性
」に
よ
っ
て
条
件
づ
け
ら
れ
る
。

　
環
境
政
策
は
他
の
多
く
の
公
共
政
策
、
経

済
開
発
政
策
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
形
成
さ

れ
る
。
特
に
発
展
途
上
国
に
お
い
て
は
、
そ

の
傾
向
が
強
ま
る
。
環
境
政
策
が
直
面
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
な
ぜ
存
在
す
る
か
を
理

解
す
る
た
め
に
は
、
あ
る
程
度
の
長
さ
の
時

間
軸
を
通
じ
て
そ
の
形
成
過
程
を
取
り
上

げ
、
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
。
宇
井
純
が
一

九
七
〇
年
時
点
の
公
害
研
究
に
重
要
だ
っ
た

要
素
と
し
て
も
う
ひ
と
つ
あ
げ
た
「
反
省
」

は
、
当
時
の
同
時
代
の
公
害
問
題
に
直
接
は

関
わ
り
を
持
た
な
い
現
在
の
私
た
ち
に
と
っ

て
も
重
要
な
意
味
を
持
つ
。
現
在
の
時
点
か

ら
の
「
反
省
」
と
は
、
多
く
の
環
境
問
題
が

な
ぜ
、い
か
に
し
て
放
置
さ
れ
、可
能
で
あ
っ

た
は
ず
の
対
策
が
な
ぜ
遅
れ
た
の
か
を
問
い

直
し
、
明
ら
か
に
す
る
こ
と
と
、
読
み
替
え

る
こ
と
が
で
き
る
。

　
本
書
は
、以
上
の
よ
う
な
問
題
意
識
か
ら
、

発
展
途
上
国
の
環
境
政
策
の
研
究
者
と
、
関

連
す
る
分
野
で
あ
る
環
境
政
策
の
研
究
者
が

参
加
し
て
組
織
さ
れ
た
共
同
研
究
の
成
果
で

あ
る
。
第
一
章
（
大
塚
健
司
）
で
は
、
中
国

の
一
九
八
〇
年
代
か
ら
九
〇
年
代
に
か
け

て
、
環
境
政
策
の
総
合
調
整
機
能
を
担
っ
た

国
務
院
環
境
保
護
委
員
会
の
変
遷
を
取
り
上

げ
、
そ
の
機
能
が
後
の
環
境
行
政
に
ど
の
よ

う
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
し

て
い
る
。
第
二
章
（
船
津
鶴
代
）
で
は
、
タ

イ
の
外
資
系
企
業
が
立
地
す
る
大
規
模
工
業

団
地
に
お
け
る
二
〇
〇
〇
年
代
の
公
害
訴
訟

を
取
り
上
げ
、
そ
の
背
景
に
あ
る
環
境
行
政

組
織
の
機
能
不
全
を
明
ら
か
に
す
る
。
第
三

章
（
寺
尾
忠
能
）
で
は
、
台
湾
の
環
境
影
響

評
価
制
度
の
発
達
に
よ
り
、
公
害
紛
争
と
環

境
行
政
と
の
関
係
が
、
一
九
八
〇
年
代
末
か

ら
九
〇
年
代
初
め
に
か
け
て
の
環
境
政
策
形

成
期
と
は
大
き
く
変
わ
っ
た
こ
と
を
示
す
。

第
四
章
（
喜
多
川
進
・
山
梨
大
学
生
命
環
境

学
部
）
で
は
、
一
九
八
〇
年
代
の
西
ド
イ
ツ

の
保
守
政
権
下
で
、
な
ぜ
容
器
包
装
廃
棄
物

の
リ
サ
イ
ク
ル
政
策
が
形
成
さ
れ
た
か
を
、

産
業
界
と
政
治
家
の
利
害
関
係
を
分
析
し
て

明
ら
か
に
し
て
い
る
。
第
五
章（
及
川
敬
貴
・

横
浜
国
立
大
学
大
学
院
環
境
情
報
研
究
院
）

で
は
、
一
九
〇
〇
年
前
後
か
ら
一
九
二
〇
年

代
の
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
の
環
境
行
政
組
織

改
革
を
、
そ
の
後
の
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
期
の

環
境
政
策
の
前
史
と
位
置
づ
け
、「
保
全
」

の
概
念
の
変
遷
と
環
境
行
政
組
織
改
革
と
を

関
連
づ
け
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
分
析
を
元
に
さ
ら
に
事
例

研
究
を
積
み
上
げ
、
先
進
国
と
発
展
途
上
国

が
共
通
し
て
直
面
し
て
き
た
経
済
開
発
と
環

境
保
全
の
課
題
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
こ
と

が
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

（
て
ら
お
　
た
だ
よ
し
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
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プ
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